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國語 陶冶と ラヂォ 


岡 倉 由 三 郞 

いま 私に 與 へられれ、 『國語 陶冶と ラ ヂォ』 とい ふ 問題に 就いて、 先づ考 へる の は、 、、こに 『國 語』 と は、 一般に 或る^ K の S 

，曹， 

ひる-、 とじと ぃス 意味 力 それとも 日本の、 卽ち 我々 の國 語と いふ 意.^ か、 とい ふこと である。 私 はこれ, 先づ 1 般的 に、 1 

、 、 、 

网民 一 民族の： と はとして 考 へ， それから 次に、 さう いふ 意味の 國語の 一 つと して、 我々 の 用 ふる 日本の 國語 とい ふ もの,^ 

考へ ると-、 ろへ、 話ん、 迎 めたい。 次に、 その 國 語の 陶冶と いふ、、 と は、 一 體 可能な もの かどう か、 これが Si: 題で ある。 我々 が 

改造し 矯正し i うと 思っても、 そのもの、 方が、 人 問の 勝手な 手 だし,^ 許さない 性質の もので もれば、 どぅもそれは^！！：然の成 

行き LL 委せる 外 はない。 さう いふ 意味で、 この 可能性の 問題が ある。 

それ 力ら 又、 その 陶冶の 一方 法と して、 ラゲ ォ 放送と いふ ことが、 どうい ふ關 係，^ 有ち、 意義 1.5- 有つ か、 その 點, ^最後に 述 

ベて みる。 かう すれば： の、 私に 舆 へられれ 間 題.^ 盡 す ことが 出來 ようと 思 ふ。 

一 口  rJ とばと 目 rJ とズ 

口 こ S は W 目 こ VJ は 
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口 こ ミ ゆ ミ«1： こ VJ は 

國 語と は 何 か、 これ を廣ぃ 意味で いへば * 或る 國 民の 間に 用 ひられる ことばで ある。 では その、 ことばと は 何かと 

いふと、 そ 己れ の 意志 を 他に 通す る 手段 方便と いふ ことになる。 隨っ てこの 最も 廣ぃ 意味の ことば は、 必す しも 口 

でい ふ 言葉に は 限らす • 身振り 手 虞 似、 目く ばせ、 意味 ありげ な咳拂 ひな ども、 この 意味で は 一種の ことばで ある。 

また 或る 形に 圖を ひき、 繪を 描いて 意志 を 通す るに 使 ふと すれば、 それ も 一 つの ことばで ある。 更に 袖 を 引く とか、 

抓る とかい ふ 風に • 觸 覺に訴 へ、 或は 香 を 焚いて 嗅 覺に訴 へる とい ふこと も 出来る。 

かう 考へ ると、 ことばと いふ もの、 種類 はいろ いろ あるが、 その 主なる もの を 大別 すれば、 口から 出る 音聲の 組み 

合せに よって 耳に 訴 へる ものと、 II 畫 などに よって 目に 訴 へる ものと、 かう 二つに 歸着 する。 ところで 此處に 問題と 

なる の は、 何故 人 問が、 何 處の津 々浦々 へ 行っても、 この 二つのう ち 口 ことば を 主なる 方法と して 採用して ゐ るか。 

啞 者の やうな 不幸な 境遇の 人 以外 は • 目に 訴 へ る圖畫 など.. ど 意志 表示の 具と して ゐる者 はなく、 それら は 精々 口 こと 

ばの 袖 助 位に しか 使 はれて ゐな いのは、 何故で あるか。 卽ちロ ことばの みが. ことばと して 優越の 位置 を 占めて ゐる 

のに は、 何 か 理由がなくて はならない とい ふこと である。 

極く の 太古に 於て は、 人間 はことば とい ふ もの を存 つて ゐ なかった 時期が あり、 それから 次， おに 口 ことばと nz こと 

ばと を 用 ひる やうに なった ときには、 この 二つの 方法 は對 等の 位 S にあった と考 へられる。 

こんな こと をい ふと、 人 はもの を 言はなかった 時代が あつたかと、 訝 かる 人 も あらう が、 事實 はさう で、 人 は 生れ 

てから ことば を 習 ふ 者で ある。 ことばと いふ もの を餘 りに 使 ひ 慣れた 我々 に は、 ことば は 例へば 皮膚な どの やうに、 

生れない 以前から 身に ついた • 先天的な もので あるかの やうに 思 ひ 做されが ちで あるが、 K はことば は 後から 學 ばれ 
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る ものな ので ある。 まなぶ と は、 まねぶ で、 つまり 周圍の 人々 の眞似 をして 覺ぇ るので ある。 だから、 假 りに 外國人 

の 生んだ 外國 人種の 子 を、 初から 我々 日本人の 手で 育てる とすれば、 その子 は 育て親の ことば、 卽ち 日本語 を こそ 話 

せ、 他國 のことば など は、 何の 跟跡も 出さない。 これ は 東北の 人が、 その子 を 九州の 酒で 育てる やうな 場合で も 同様 

で、 その子 は 九州の ことばの み を 習得す る。 卽ち 我々 は 周 圍に行 はれて ゐる ことば を、 生れてから 後に 覺ぇ. るので あ 

る。 この 點 はしつ かり 知って ゐな いと、 ことばに 對 する 認識 を 誤 まる ことがある。 

さて 通常い ふことば、 卽ちロ ことばと は、 或る 音聲を 口から 發 して、 その 中に 或る 意味 を 約束した ものである。 か 

うい ふ 音に はかう いふ 意味が ある ものと、 約束して 通用 させて ゐ るので、 丁度 紙幣 や 兌換券の やうな ものである。 ま 

た 或る 地方の 風俗、 例へば 着物の 色 合、 着かた、 寸法 等が いっとな く 一定して、 それ は 時代が 移る につれ て 多少 變遷 

しながら も、 やはり 大きな * 根本的な 變 りがない のに も 似て ゐる。 この 點 もしつ かり 考 へられなくて はならぬ ことで 

ある。 

次に 目 ことば、 卽 ち圖畫 等に よって 意志 を 表示す る 上に 於ても、 事情 は 略 f 同様で、 圆晝を 描く に は 通例 それ 相應 

な 道具が 要る。 その 道具 を 母の 胎內 から 有って 出て 來る者 はない から、 これ も 後天的、 卽ち 生れて 以後に 習得す る 方 

法で ある こと は 明かで ある。 

二  口 ことばの 優越 

さて その 目 ことばと 口 ことばと が、 太古に 同時に スタ アト を 切った として、 どうして その 一方が ひどく 發 達し、 遂 

口 こ W は： の 使 越 
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支 都に 於け る 造 字 

にん マ 日の 如く 口 ことばが 主と なり、 目 ことばが 從 となった か。 その 理由が 分る ために は、 目 ことばの 道具立てと 口 こ 

とばの それと を、 比較して 考へ てみ なければ ならない。 

先づロ ことばの 原料と も 動力と もい ふべき もの は、 我々 の 肺 K から 送り出す 空氣 である。 しかも これ は 特に 口 こと 

ばの ために 造る ので も、 起す ので もな く、 我々 の 生活に 四六時中、 少しも 休む ことの 出來 ない 呼吸 作用のう ちの、 吐 

き 出す 息 を その ま、 利 ffl して ゐ るので あるから、 それ は 宛 も、 背戸に いつも 流れて ゐる水 を 使って 洗 ひ 物 をしたり、 

米 をつ かせたり する のと 同様で、 全く 豐富 且つ 自在で ある。 

これに 反して 目 ことばの 或る 形 を、 描き 叉 は 刻む に は、 手で 或る 物 を 使 はなければ ならない。 ところが 原始 生お で 

は、 身體を 道具に 使 ふこと、 卽ち 手足の 勞 働が 多い から、 手 をふさげ ると いふ こと は、 生活 上 大きな 邪魔で あり、 權 

牲 である。 これが 目 ことばが 口 ことばの 從 となり、 家來 分に 落ちた 一 つの 理， a である。 もとより 口 ことばの 機關 たる 

唇 や 舌 も、 飲食 をす る 場合に は その 運動 を 妨げられる けれども、 これ はほんの 一 時 的の ことで、 他の 仕 都なら しなが 

ら でも、 口 ことば は 操れる。 かう いふ わけで 目 ことば は 落伍せ ざる を 得なかった ので ある。 

この ニ^の 關係を 話した ついでに、 如何に 初め 獨 立の 綺、 卽ち目 ことばであった ものが、 漸次に 口 こと、 ば を 補助す 

る 『文字』 となった か、 幸に 支那の 文字に その 痕跡の 殘 つて ゐ ると ころ を 話して、 その 邊の 事情 を 明かに しょう。 

H 支那に 於け る 造 字 

漢字 を 一と 口に 象形文字 といって、 さながら 綾で あるかの やうに 3 心って ゐる人 も あるが、 漢字の 中の 或る もの は、 
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输 を土臺 にして 作られた ものである にしても、 今日 我々 の 使 ふ 漢字 は、 それ を 見て その 示す 口 ことばの 單語を 思 ひ 出 

し、 その 單 語から 意味 を 悟る ので あるから、 直接 緒の 形から その 表す もの を 思 ひ 起す のと は關 係が ちが ふ。 卽ち あく 

まで も 『文字』 であって、 『鎗』 ではない。 しかし 漢字と いふ ものが、 元 來输 であった もの を 材料と して 出 來てゐ る こと 

は事實 である。  ノ 

支那の 學 問に 『說 文』 とい ふ ものが ある。 これ は 支那の 文字 を 分類 的に 調べた もので、 いまから ニ千數 百年 前、 周の 

時代に 旣に 支那で は 文字 を 六 種に 分け， 之 を 『六書』 といって 兒 童に 敎 へたと いふ。 

『六書』 と は， 文字の 六 種と いふ ことで、 その 分類法の 性質に 就いては、 多少の 議論 も あるが、 先づ 文字 を 造 字、 卽 

ち 構造 上から 種に 分け、 次に 文字の 用法の 上から 二つに 分けて、 次の 六 種と した ものである。 

〔一〕 文字の 構造に よって 分けた 四 種 

(一) 象形 (二) 指 事 (三) 會意 (四) 諧聲 

〔二〕 文字の 用法に よって 分けた 二種 

(五) 轉註 (六) 假借 

〔一〕 象形 象形と は 形 を 象る とい ふ 意味で、 物の 形 を粗雜 ながら 闘に 寫 して、 目に 訴 へて 意味 を 通じよう とした 

もの、 例へば 『日 • 月 • 魚 • 馬』 などの 類の 文字 

(，ン 日 A7y 月 <JM^ 魚 ^馬 で、 これら は 初めは それぞれ、 太陽. 月 *魚* 

/  馬な どの 形 を繪に 描いて、 口 ことばと は 無關係 

支那に 於け る 造 字  -. 
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支那に 於け る sl> 

に、 直接 それらの もの を 表した 圖畫 であった のが、 轉 じて 出來た 文字で ある。 

ところが 斯うい ふ圖畫 が、 先に も 述べた 通り、 これ を 作る 手繽 きの 困難から、 充分 發達を 遂げ 得すに ゐ るう ち. 口 

ひ? i は 原料の 豐 富と" 方法の 容易 さに 促されて どんどん 發 達した。 さう して 遂に、 元 來は獨 立した 输 であった もの 

が、 だんだん 直接に 物 そのもの を 表すより は、 之 を 見て その物に 對 する 口 ことばの 名前 を W 心 ひ 起させる 役目 をす る や 

うにな つた。 卽ち； T 鎗』 が 『文字』 となった ので ある。 

一例 をい へば、 馬の 形の 输を 見て 馬 そのもの を 思 ひ 起す のでな く、 『馬』 —— は 『ゥ マ』 とい ふ 音 を 思 ひ 出す ための 符 

合に 過ぎない ものと なり、 総と しての 資格 を 失った。 そこで その 形 も、 極く 古い、 所謂、 古文に 行く 程输 に似て ゐる 

が、 描く 勞 力の 少 いこと を 目指す ために、 後になる 程 形 は 次第にく づ れて來 て、 或る 象形文字の 中には、 今では 昔 何 

を 指した もの か、 見當 のっきに くい 文字 さ へ少 くないの である。 

〔二〕 指 事 これ も 一種の 象形文字 である。 が、 これ は 物 そのもの を全體 として 指す のでな く、 或る 物 (の 縫) を 出 

發點に 取って、 その どの 部分と いふ 風に 表す ものである。 例へば 『刀』 は、 『かたな』 を 表す 象形文字 であるが、 その 一 

一  ， I  部に 注意 を 促す ため、 ー點を 加へ て、 『刃 (やい 


下 ば)』 とい ふ 文字が 出来て ゐる。 又、 横線の 上に 

點を 打つ ことによって 『上』、 下に それ を 打つ こ 


とに よって 『下』 とい ふ 文字 を 造った。 かう いふ 成立ちの 文字が 指 事で ある。 

〔三〕 會意 次に 會 意と いふのに、 やはり 象形の 総 形 を 利用して * 繪で 表しに くいこと を、 成程と 合點の ゆく やう 
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に 造った 文字と いふ ことで、 つまり 緣を S ひながら、 直接 そのもの を 指す のでな く、 それに 關 連した 動作な ど を 指す 

§>  I  ので ある。 例へば 『見る』 とい ふの は 一つの 働き 

目 (象形) 【  一 0- 見 (會 意) ，^ 門 (象形) ^(會 意) で、 鎗に 描き やうがない。 そこで 、足の 上へ 目 

^  LLr  を 置いて それ を 暗示す る。 また 『聞く』 とい ふこ 

とも、 門の 隙間へ 耳 を 置いて、 それ を 表すと いふ 工合で ある。 

〔四〕 譜聲 これ は 一名 『形 聲』 ともい ふ。 その 『聲』 と は、 口 ことばの 音聲 のこと で、 諧聲 とは卽 ち、 口 ことばの 音 

聲を寫 した 部分に、 その 音が 何 を 指す か を 容易に 知らせる ために、 その 指される もの \ 種類 を 表示す る 部分 を、 書き 

添へ た 文字で ある。 例へば、 靑. 淸 *晴， 菁な どで ある。  ， 

この 『靑』 は 〔スイング〕 とい ふ 音 を 表す 文字で あるが. それが 水に 關 係した 意味 を 指すならば、 所謂、 『サン ズヰ』 を 

添え、 また 太陽に 關し たこと を 指すならば 『日へ ン』 を 添える とい ふ 風に して 造った 文字が 諧聲 である。 さう して これ 

が 支那の 文字の 九 割 を 占めて ゐる。 

いまの 例の サン ズヰ • 日へ ン 等の やうに、 意味の 種類 を 表示す る 部分が、 卽ち 『部首』 と稱 ばれる もの だが、 何故 さ 

うい ふ ものが 耍 るかと いふと、 それ は 支那の 口 ことばの 性質 上、 單 語が 多く 一と 綴りの 音聲 から 出来て ゐる ため、 同 

じ 音で ありながら 意味の 異ふ saf 語が、 三つ 四つ 位 は ざら で、 時には 十 以上 も ある 場合 さへ ある。 そこで この 部首に よ 

つて 凡そ、 水に 關 する 〔スイング〕 か、 曰に 關 する 〔スイング〕 か、 見當 をつ ける ことにし たわけで ある。 

次に は 文字の 使用法から 分けた 二種が ある。 

支那に おける 造 字 
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支那に 於け る 造 字 

〔五〕 轉註 いったい 一 々の 事物に 對 して、 一々 文字 を 造って は 際限がない。 そこで 前に 述べた 構造の 中の、 諧聲 

などに 依って 殖やし もす るが、 初め 或る 物 を 指す ために 造られた 文字 を、 形 を 少しも 變へ すに、 他の 事物 を 指す のに 

流用す る ことがある。 それが 卽ち 『轉 註』 で、 例へば 雄 (ハト ) はよ く ffiHn する もの だから、 『鳩 (アツ) める』 とい ふ 意に 

その 文字 を 流用し、 また 『尺度』 は 物 を はかる 道具で あるから、 その 度 (ド) を 『度 (ハ 力) る』 に 使 ふ、 とい ふ 工合で ある。 

この 轉 註と いふ ことに は、 議論 もあって、 た^ 使用法の みの 問題で なく、 構造 上に も關 係が ある、 とい ふ 人 も ある 

が、 やはり 使 S 上の こと、 るの が 正しい と 思 はれる。 我が 國の學 者の 中で も、 狩 (介 被齋 など も、 その 『轉 註考』 とい 

ふ 書物で * そのこと を 論じて ゐる。 

〔六〕 假借 最後に 假 借に 至る と、 これ は 漢字 を 全く 或る 音 を 示す ために、 丁度 假名 か ロォマ 字の やうに 使った 場 

合で、 例へば アメリカ • イギリス などに、 「亞米 利 加」 「英吉利」 と 漢字 を あて. -ゐる 如く、 文字と 意味と は 全く 關 係が 

ない。 卽ち 借り 用 ひた 漢字の 用法と いふ 意味で ある。 これ は 支那で、 專ら 外國の 地名 人名な どの 音を寫 す必耍 から 生 

じた^ 法で、 古くから 「佛陀 J 「達磨」 「湼 槃」 等の やうに 用 ひられて ゐる。 

以上 少し 長くな つたが、 支那の 文字に 就いて、 如何に 目 ことばが だんだん 德 としての 獨立性 を 失って、 意味の ある 

音 を 示す た の記號 となり * 更に 轉 じて は假 借の 場合の 如く、 意味に も無關 係に 音 だけ を 示す ものと 成り 下った かの 

事情 を 述べた。 それによ つて 文字と は 何で あるか、 とい ふこと も 明かに なった と 思 ふ。 

ついでに 『文字』 とい ふ、 その 『文』 と は 象形 指 事の 如き 獨 立の 符號を 指した もの、 『字』 と は それら を 二つ 以上よ せて 

迭 つた、 複合 性の もの をい つた ものである。 
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四 口 こ とばの 機構 

ところで 次に、 然 らば その 文字の 主體 となった、 口 ことばと は どんな もの か、 とい ふこと が考 へられなければ なら 

ない。 

今日 通常 『ひ，^ といへば、 直ちに 口で 昔 聲 として 發し、 耳で 聞く 口 ことば を 指す ものと 解せられ る。 それ 程に 口 

、こど、 がい，^ の 中の、 主要な ものと なって ゐる。 今 H でも 方角 や 形態な ど を 表すと き は、 或は 手眞似 をし、 目顔の 

表情を^_4ぇなどして、 口 ひ， ^is 足しに すると ころ を れば、 口 ことば だけで は 物足りな いところ も， 正しく あるの 

だが、 それら は 臨時の 補足で. 、こ、 と の 主要な もの は、 やはり 口で だす 音聲に 意味 を 宿した ものと いふ ことになる。 

〔一〕 呼吸器 口の、 こ、 と" はが、 出る 息 を その 原料と する こと は、 旣に 述べた が、 その 息の 出され 工合 を 知る ために 

は、 呼吸の 道具 だて を ざっと 目に 浮べ て 置く 必要が ある。 

先づ この 道具 * たて やからく り を 極く 簡單に ハツ キリと 想像して 見る ために * 近頃 自分 はいつ も、 四 斗撐ー つ、 饅頭 

笠 一 つ、 141 氣 枕が 二つ、 それから 醫 者の 使 ふ 聽診器 一 つと. これ だけの もの を 使って 說明 する ことにして ゐる。 で、 

いま も その 說 明の 様式 を 使って 話 をつ づけよう。 

さて 四 斗 樽 は 我々 の 下腹、 つまり 胃腸な どの 收 まって ゐる 容器で、 その上に 饅頭 笠が かぶ さって ゐ ると 想像す る 

そゥ Bfg 頭^ ま卽 ち、 我々 の 胸と 腹の 仕切りと なって ねる r 横膈 膜』 のつ もりで ある。 それから その 饅頭 笠の 上に は、 差 

當り いまの 話に 必要な ものと して は、 先に 言った 空氣 枕が 二つ、 空 氣で脹 らんで 左右に 分れて 載って ゐる。 これが 

口 こ VJ はの 接 
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我々 の 『肺臓』 のつ もりで ある。 

最後に もう 一 っ聽診 器で あるが、 これ は あの 象牙 製の 二股に 分れた 筒の 部分の ラッパ 形の 口 を 上へ 向け、 それから 

長く ぶら 下る 二 本の ゴム 管 を、 一本 宛先 刻の 左右の 空氣 枕の 口へ 揷 込む ことにする。 實は ゴム 管 は それ 程 長い 必耍は 

ないから、 なるべく 根元まで 押 込んで しま ふ 方が、 まとまりが 宜ぃ。 その代り 聽診 器の ラッパ は、 もっと 長いと 思 は 

なければ ならない。 その 長い ラッパ の 部分が 我々 の 『氣 管』 にあたり、 その 二股に 分れて、. お， 一 氣 枕の 肺臓へ 通じる 部分 

が、 『氣营 支』 にあた る わけで ある。 

以上に よって 大體 我々 の 呼吸器の 装置が、 諸君の 心の 眼に 浮んだ と 思 ふ。 とこ ろで 例の 饅頭 笠の 横隔膜 は、 自然に 

牧 縮して 下の 四 斗 樽、 卽ち腸 を 押す。 すると 腸が 押附 けられた だけ、 胸の 方に 空地が 出来て、 そこへ 外から 例の 聽診 

器の 氣 管と 氣管支 を 通って、 空氣が 二つの 空氣枕 * つまり 肺臓へ 流れ込む。 これが 卽ち、 呼吸の はたらきの 中、 吸 ふ 

方の 作用で ある。 はたらきと は 言っても、 これ は わざとす るので はなく、 横膈 膜の 牧 縮に 俘って 自然に 起る 現象に ほ 

かならない。 

さて、 この 吸 ふ 作用が ある 程度まで つづく と、 その 間、 饅頭 笠に 押附 けられて ゐた彈 力 性の ある 腸が、 再び もとの 

狀 態に 返る ために、 今度 は 下から、 横 膈膜を 押上げる。 すると 横膈膜 は收縮 以前の 位置に 房り、 胸の 內部は それだけ 

狭くなる。 同時に 空 氣枕も 押される から その 中へ 外から 入って 來 た空氣 を、 もう 一度 先の 道 を 通って、 外へ 出さねば 

ならなくなる。 これが 呼吸の 二つの 中の >  吐く 息で ある。 そして この 作用が 或る 程度に 行 はれる と、 また 饅頭 笠の 牧 

縮が はじまる わけで ある。 


關機 諸の 眘發 


ソセス シサコ ケクキ カオ ェ ウイ ァ 

食 上上 上 舌 鼻口の？ k 硬 う 口 氣聲氣 
道 下下 前 のの どか い は の 

のの 齒 洞 洞まい 上 あつの 帶管 
唇 前の 穴 穴め 上 頸 ごき 蓋 


た 時々、 この 撗膈 膜に 惡ぃ 癖が ついて、 その 運動の 中途で. 發作 的に 收縮 する ことがある。 それが 所謂、 『シャ W 

クリ』 である。 通例 これ は、 お茶 を 一杯の む 程の 間に 順調に 復 する。 しかし これ はまた、 いは ゆる 『どもり』 の 一 つの 

原 H ともなる ものである 0 

また 婦人に 胎兒 があって、 そのために 横隔膜の 運動が 妨げられる 場合と か、 ラン 一 1 ングの 選手が 競技の 直後、 非常 

に 多量の 空 氣を耍 する 場合と かに、 胸 を 擴げて 肺の 吸氣 作用 を 助ける ことがある。 俗に これ を 『肩の 息』 とい ふ。 

これで ざっと、 呼吸器 及び その 呼吸 作用が 明かに なった として， 次に は 呼吸 中の 吐く 息が、 我々 の 口 ことばの 原料 

として 使 はれる に は、 それ をば 音聲に 仕立てる 仕掛けが 別に ある。 それ をもう 少し 話さなければ ならない。 

〔二〕 發 音機關 さて、 いまの 話で、 聽診 器の ラ了ハ を 長く して、 上に 向けた やう だと 言った、 その 『氣 管』 の， 一 

番 上に あたる ところ を 『喉頭』 


めた リ 


はぐき 


とい ふ。 これが、 普通に 言 ふ 

『喉笛』 で、 つまり 一 種の 發音 

装置で ある。 この 喉笛の 中に 

は 1 つの！ $： の やうな ものが あ 

る。 但し、 上下に 開いたり 閉 

ぢ たりす るので なく、 左右に 

開閉す る 唇で、 これ を 普通、 


はの 機 培 
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『聲 帶』 と稱 んでゐ る。 

ところで 我々 が、 た 呼吸す る ときには、 この 『聲 帶』 の關 門 は、 全く 開いて ゐて、 そこから 『いき』 が 屮： 入す るので 

あるが、 その 關門、 いは ゆる 聲門 を輕く 左右から 合せて 置いて、 それ を 肺から 送り出す 『いき』 が、 押し開けて 通らう 

とすると、 そのと き 聲帶、 卽ち喉 Is の 左右の 唇が、 相 觸れて 或る 音 を 出す。 これが つまり 『こ ゑ』 であって、 『いき』 と 

は E 別され る。 肺臓から 送り出された 空氣 が、 『喉， お』 まで 來 たと き. そこの 聲 門が 開けっ放し になって ゐれ ば、 その 

{4! 氣は その ま X、  口の ほら 穴 か 又は、 鼻の ほら 穴へ 行って、 『いき』 のま、 で 出て しま ふ。 處が 『喉笛』 の聲 門 が、 輕く 

閉まって ゐ ると、 そこ を 押し開けて 通りながら、 その 扉の やうな 『聲 帶』 に、 或る 鼓動 を 起す C この 鼓 励が、 謂 は そ 

の 『いき』 を 一種の 色で 染める やうな もので、 その 染まった、 色の 着いた 『いき』 が卽ち 『こ ゑ』 となる わけで ある。 

此處 でつ いでに 一言して 置きた いのは、 例の、 內證 話な どに 使 ふ、 『ささやき』 とい ふ ものである。 あれ は 元 來聲門 

を 閉ぢて 置いて 出すべき 聲を、 約半分 聞け て 出す、 すると 兩 方の 扉. § ち 聲帶が 十分に 鼓動し ないから、 あの ささや、 き 

になる ので. 風邪の ために 聲が つぶれた とい ふの も、 やはり 同様、 合 ふべき 聲帶に 隙間が 出來 るのに よるので ある。 

さて、 肺から 出た. S 氣、 卽ち 『いき』 は、 『いき』 のま \ にせよ、 又 が 着いて 『こ ゑ』 となった にせよ、 どのみ ち體外 

へ、 送り出され るので あるが、 その 出て ゆく 道筋 はとい ふと、 それ は 口から か、 又は 鼻から か、 或は その 雨 方からで 

ある。 そこで 『いき』 又は 『こ ゑ』 を、 口からば かり 出す に は、 鼻の 方へ 行く 路を 止める 仕掛がなければ ならぬ。 鏡に 向 

つて 口 を 大きく 開いて 見る と、 口の 奥の 眞ん 中の 所に、 赤い つららの やうな ものが 下がって ゐる。 この つららが、 丁 

度鐵 道の 線路の 分れる 場所で、 轉轍 手が、 線路の 分岐 部 を 左に よせ、 右に よせす る やうに， 『いき』 や 『こ ゑ』 の、 或は 


鼻の 方へ、 或は 口の 方へ 行く 通路 を、 止めたり、 通じたり する ので ある." 

これで 一と 通り、 口 ことばの 基になる 聲音を 作る * 道具 だて を 述べた。 次に は 愈 f その 個々 の聲 音に 就いて 說 明し 

なければ ならな， so 

五聲 音の 話 

〔I〕 鼻音と 母音 先づ 例の 肉の つらら、 卽 ちの どまめ を だら りと 下げて おいて、 唇 を 結び、 その上で、 喉笛から 

来た 『こえ』 を、 鼻へ 袋り、 鼻の ほら 穴に 響かせて 外へ 出す。 すると、 それ は マミ ムメ モの 基に なって ゐる 「ム」 S の 音 

になる。 -h- に 唇 を 結ぶ 代りに、 舌の 端 を. 上 齒の齒 ぐき の 後方に あて、 そこで 昔 をせ き 止めて、 前と： S 様、 『こ ゑ』 を 

53 ^の ほら 穴に 響かせる。 すると ナ 一一 ヌネノ の 基の 「ヌ」 5 の 音が 出来る。 もう 一 つ、 舌の 背 を 上顎の 奥に 當 てて. それ 

によつ て 音の 口から！^ れ るの を 止めて 置いて、 『こ ゑ』 を 鼻に 響かせる と、 それが ンガ . ンギ • ン. ク . ンゲ • ンゴ 、 の 

「"^し 5- の 音になる。 なほこれ に、 後に 述べる 父 音の. S を 加味した もの を 基と して 『キヤ • ギュ. ギヨ』 の 音 も 成 .一乂 つので あ 

る。 以上 三つの 音 を 鼻音と いふ。 

さて 次に は、 口の ほら 穴で 出来る 『母音』 である。 これ は 鼻の 方へ 響かない 音で、 つまり 例の のど まめ を、 口の 突き 

當 りへ、 ぴったり あて \、 『こ ゑ』 の 鼻の 方へ 行く 路 をふさいで、 口からば かり 『こ ゑ』 を 出す ので ある。 さう して その 

『こ ゑ』 を 出す ときに、 口 を 大きく したり、 小さく したり、 舌 を 平にしたり 中高に したりす る ことによって、 いろいろ 

な 音 を 出す ので ある。 

整 音の！ fa 
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先 づロを 大きく 開き、 舌 を 平にして 1$ を 0 の 字 を 横にした やうに 擴げ て、 『難』 を 口の S 洞に 響かせて 出す。 すると 

『ァ. ー』 の 音が 出る。 次に 『ィ ー』 は、 口の 開き かたが 大いに 狭くな つて、 舌の 前の 部分 は、 上顎の 前の 方に 段々 高く 上 

がり、 替の兩 隅 は 左右へ 開いて 來る。 さう して m はいて 出す 聲が、 『ィ ー』 となる。 

それから 『ゥ ー』 は、 どうで あるか。 口の 開き かたは、 前の 『ィ ー』 と 同じ やうに 狹く， た 舌が 『ィ ー』 の 場合と ちが 

つて、 前の 方へ 上がる 代りに、 上顎の 奥の 方へ 上がる。 さう して 唇 は、 『ィ ー』 のとき の やうに 左右へ 吊らす に、 丸く 

つ ほめられる。 そして 聲を 出す と、 『ゥ ー』 である。 但し、 短 かく 『ゥ』 とだけ の 場合に は、 『ゥ ー』 と 長く 出す ときより 

は、 唇の つ ほめ 方が、 幾分 少ぃ。 

さて， いま 述べた 『ァ ー』 『ィ ー』 『ゥ ー』 の 出し かたが、 ハ ツキ リ解 ると、 あとの 『ェ ー』 『ォ ー』 は、 もう 解り 易い。 

で、 此處 に簡單 な圖を 示して、 现 解の たすけと しょうと 思 ふ (次 頁の 圖參 照)。 但し 以上 說 明の 便 {且 上 『ァ， -』 『ィ I』 

などと、 長く 發 音した が、 同じ 方法で， 『ァ』 『ィ』 と 短 かく も 出せる こと は 無論で ある。 

次の 圖を よく 見る と 分る 通り、 『ェ』 の 音 は、 『ィ』 と 『ァ』 との 中程で 出来る 音で、 つまり 舌が 『ァ』 から 少 しづ、 『ィ』 

の 方へ 近寄って 行く 中途の 所で、 聲を 出す と 『ェ』 になる わけで ある。 また 同様に 舌が、 『ォ』 は 『ァ』 から 『ゥ』 へ 近寄つ 

て 行く 中途で、 『ゥ』 に似て、 それ 程强 くない 音が、 『ォ』 となる。 その 唇の 開き 工合、 舌の 位置な ども、 次の 圖 によつ 

て 知って ほしい。 

〔二〕 母音の 種々 相 もう 一 つ、 次の 圖の 中に 『前 母音』 『後 母音』 とい ふ 分類が ある。 それ を說 明す ると、 一 體、 

母音、 卽ち 口の 空洞に 響く 『こ ゑ』 の、 或は 『ァ』 となり、 或は 『ィ』 となり、 その他 『ゥ』 『ェ』 『ォ』 などと、 種々 になる 


唇の 開き 


あごの Si き 


唇 を 丸く して 突き だす g の 音 は、！ 

.0 昔 0  0  一 


舌の 高さ 

練習 を し な いとむ づ かし. S ので ある 0 


の は、 旣に 言った 通り、 一 顎の 開き 工合と、 二 舌の 上下 

C  C 

及び 前後の 運動と、 三 唇の 丸 さ 平た さと、 この 三つの 關 

係に よる わけで ある。 そこで 『ァ ー • ェ ー • ィ ー』 と、 續 

けて 言って 見る と、 舌 は 『ァ』 より 『ェ』 に、 また 『ェ』 より 

『ィ』 に、 次第に 前方へ 昇り、 唇 は 次第に 平たく なること 

が 分る。 で、 『ェ』 及び 『ィ』 など は、 「ァ」 を基點 として * 

それより 舌が 前方に 位置して 出る 母音、 とい ふ 意味で 

『前 母音』 と 名 づける。 これに 反して、 今度 は 『ァ I  • ォ 

1 • ゥー』 とやって みると、 この場合 は、 舌 はだん だん 

後方に 引かれて、 唇 は 次第に 丸くなる。 だから 前と 同じ 

意味に 於て、 『ォ』 『ゥ』 の 如き 母音 を、 『後 母音』 と 呼ぶ 

ので ある。 

但し、 この 後 母音の 中 『ゥ』 は、 我が 國 では 普通、 殆ん 

ど 唇 を 動かさす に 出される。 『ゥ ナギ』 などと いふと きの 

『ゥ』 である。 それ ゆ ゑ 日本人に は、 西洋の ことばの あの 
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ついでに、 その 西洋 流の 『ゥ』 ひの 練習に は、 湯吞 みに 熱い 湯 を 入れて、 それ を 吹きながら 吞む、 あの 吹き さます と 

きの 口の 形 を 作り、 その 口つ きで 『ゥ』 と 出して みるの が、 最もよ い。 ー體 同じ 日本で も、 關東 方面の 人々 は 長 母 晋 を 

出す とき、 割合に 唇 を 圆 くす る 傾向が 多い。 つまり、 西洋式に 近いので あるが、 束 北方 面の 人々 は、 どうも、 1^: を 動 

かさない。 東北人の 『數 舉』 と 言 ふの が、 『スィ ー ガク』 と 聞こえる の は、 そのため である。 

なほ， 同じ 母音が 『ァ ー』 『ァ』 『ィ ー』 『ィ』 とい ふ 工合に、 長く も 短 かく も發 音され る こと は旣に 述べた が、 此處に 

た^の 長短 以外の、 もう 一 つの 問题が ある。 それ は、 或る 母音 を 出す とき、 舌の 專ら使 はれる 部分に、 『凝り』 が出來 

ると 出來 ない との 相違で ある。 これ は、 その音の長短とぃふ^^-とは^に、 音の 性質の 相 速の 一 箭條 になる ので ある。 

例へば、 同じ 『ィ』 とい ふ 母音 を 出す のに、 午：： に 力 を 籠 めても 言へ るし、 1! めなくても 言へ る。 力 を 能 めれば、 キ； I に 

『凝り』 が 出來る わけで ある。 そして それ は 『ィ ー』 と 長く 言 ふとき でも 冋 じで、 やはり tin に 力 を 能め て くも、 力 を IS 

めすに 輕 くも 言 へ る。 

^りに 何の 氣 なしに 『アイ ゥ ェォ』 と"； K ふとき と、 『ァ" • イノ ゥッ •  H ッ. ォ"』 とい ふ 風に、 ことさら 力を入れて： マ： J ふと 

きと は、 その 昔の 性質が 遠 ふので ある。 卽ち 後者の、 舌に 力の 入った 場合 は、 舌の、 それぞれ 必要な 部分に， 小さい 

ながら も 『凝り』 が 出来て、 それだけ その 部分と 上顎との 距離が 狭くなる からで ある。 これ は、 ^«分でも殆んど氣の付 

かぬ 程の、 些細な 差 遠の やうで は あるが * ことばと いふ 器 を 大切に する 上から は、 注意され なければ ならない。 

イギリス 語で は、 短 母音に は 舌の 『凝り』 がなくて、 長い 母音に だけ 『凝り』 が ある。 卽ち 『あんばい がば-い』 とい ふ 

"ur の 「ィ」 のとき は 『凝り』 がない し、 『うなぎ』 -eer の 「ィ ー」 のとき は 『凝り』 が ある。 また フランス語の 『ィ』 に 


は、 短 かくても 『凝り』 が ある。 では 日本で はどう かとい ふと、 我が 國 では、 母音の 長短 どちらに も、 力を入れ たの も 

入れな いのも 使 ふ。 た 通の 場合の 發 昔に は、 力を入れない。 卽ち 舌に 『凝り』 のない ものが、 用 ひられて ゐる こと 

は、 すこし 注意 すれ は、 容易に 知れる。 

次に、 もう 一 つ、 母音の 出し かたに 就いて、 注意すべき ことがある。 

すべて 聲を 出す に は、 聲帶を 左右から 輕く 寄せ 合せて 置いて、 それ を 下から 息で 押し開け るので ある こと は、 前に 

述べた 通りで あるが、 いま、 一 つの 母音 を發音 するとして、 その 際、 聲帶 を、 豫 め先づ 適度に 寄せ 合せて 置いて から 

その 母音 を 出す のと、 その 母音 を 出しながら 渐 次に S 帶を 寄せる のとで は、 同じ 母音の 明瞭の 度が 遠 ふので ある。 つ 

まり、 豫 めちゃん と 聲帶を 寄せ 合せて 置いて から、 出した 母音 は、 ハツ キリした 音になる し、 聲帶 を閉ぢ ながら 出し 

た 母音 は、 頭の ぼやけた 音になる わけで、 これ は 殊に 多 數の聽 衆 を 相手に 話 をす る 人々、 歌 をうた ふ 人な どの、 充分 

注意すべき ところで ある。 例へば 『カン イチ』 とい ふ 名前 を、 ハツ キリ 言 ふに は、 その 『ィ』 の 前に 一度 出直して、 聲帶 

を閉ぢ てから、 それ を 出さねば ならない。 さう しないと、 『カン 一一 チ』 となる ものである。 但し、 一 つ 母音が、 ハ ツキ 

リ發 音され ねばならぬ とい ふこと を 表示す るた めに は、 その 母 昔 を 示 す符號 又は 文字 の 前に、 疑問 記號 の 上半に 似た 

(，？ ) かう いふし るし を附 ける のが、 萬 國發音 學協會 のき まりに なつ てゐ る。 

それから 母音の、 高低と 大小との 相違と いふ こと も、 ー應 知って かなければ ならない。 

母音の 大小、 つまり 聲の 大小と いふの は、 その 昔 を 出す ために 川 ひる 息の 量の 大小で あるし、 母音の 高低と いふの 

は、 それ を 出す ときの 聲帶の 振動の 囘數の 差違で ある。 

音の 話 
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s  s の 誌 

また、 同じ 母音で も、 ことばと して 他の 音の 中に 混って 發 音され る ときには、 その 隣り 近所の 音の 影響 を 受ける と 

いふ こと も 起る。 例へば アイ ゥ H ォが 鼻音に 取り 卷 かれる と、 それ は 鼻音 化する。 『門前の 小僧 習 はぬ 經を讀 む』 の 

『モン ゼン』 の 中で、 『ォ』 の 音 は、 自然 鼻に かかり、 つまり 鼻音 化して ゐ るので ある。 

ところが、 かう いふ 鼻音 化 は、 周圍の 音の 影響に よって 起る ので あるが、 元來、 聲の 葬へ 出る 路を 塞いで、 その 聲 

を 口にば かり 響かせる はすの 母音 を、 鼻への 路を のど まめが しっかり 塞がす、 隨 つて その 聲が 幾分 鼻 へ^れる と、 そ 

こに 所謂、 鼻に かかった 聲が 出る。 『襄 通り は 道が 惡ぃ』 を、 『う ナどほ 一一 は、 道が ゎヌ 5』 とい ふやうな 聲 である。 

また 反對 に、 風邪に か& つて 鼻が つまった 場合に は、 のど まめ を 垂れても、 聲が 鼻へ 拔 ける ことが 出来ない。 する 

と、 鼻へ 聲を 響かせる はすの 鼻音 を 基と する、 『マ ミム メモ』 や 『ナ 一一 ヌ ネノ』 などの 音 を 出す のが、 因 難になる。 この 

場合に 出る のが、 いは ゆる 鼻つ まりの 聲で、 『雨が 降って 道が 惡 いのは、 止む を 得まい』 とい ふの が、 『あべが 降って ビ 

ちがわ ドウ い ド は 、ゃブ を得ダ い』 とい ふ 風になる。 

〔三〕 話 音の 分類 我々 の 口 ことばの 原料 は • 我々 の 吐く 息で あると、 はじめに 言った が、 その 原料の 『いき』 が、 

以上 說 明した 發 音機關 によって、 種々 な 色 を 着けられて、 音聲 となって、 はじめて 我々 の 思想 感情 を 傅へ るに 使 はれ 

てゐ るので ある。 ことばに 使 ふ音聲 を、 『話 音』 と 名 づける の も その 爲 である。 

この 『話 音』 を、 その 性質に よって 大別す ると、 一 『ひ き』 と、 二 『おと』 との 二つに 分れる。 『ひ き』 は 例へば、 

C  C 

鐘の 響の やうな もので、 何 かの 中に 反響す る 昔で ある。 それに 對 して 『おと』 とい ふの は、 例へば 物の 破裂す る 音， 拍 

子 木 を 叩く やうな 音. 或は 物の 軌む 音、 卽ち 『ス ー にと か 『ズ， 'ぼと かいふ やうな 昔な どで ある。 
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そこでい ままで 發音 機關の 話と 共に 說 明した 『鼻音』 と 『母音』 とが、 此處に 言 ふ 第一 類の 『ひに き』 である" それで は 

第二 類の S と』 と は どんな もの かとい ふと、 これが 世に 謂 ふ 『父 音』 (又は 『子音』) である。 

ー體 我が 國で 常識的に、 『アイ ゥ H ォ』 を 母音、 『力 キク ケコ』 以下 を 皆 父 音、 と考 へて ゐ るの は 間違 ひで、， 例へば、 

『力 キク ケコ. 一一 は、 rwjs- とい ふ 『おと』 と、 『アイ ゥ ェォ』 の やうな 『ひ！ -き』 とが 合して 出 來てゐ る 音な ので ある。 で、 

その 5- こそ 本當の 意 味の 『父 音』 である。 

さて、 『おと』 すな はち 『父 音』 に はまた、 『いき』 で 持へ る ものと、 『こ ゑ』 で 持へ る ものとの 二種が ある。 そして その 

『いき』 で 持へ たもの が 『i 一 Iti で， 『こも』 で 持へ たも G が 『濁音』 である。 但し 曰 本で は 『パピ プ。 へボ』 を、 一般に 『半 濁 

音』 と稱 んでゐ るが、 その 『。ハビブ ぺボ』 の 基に なって ゐ父音 「力」 g は、 全くの 淸音， 卽ち 『いき』 だけで 作る 音で ある。 

それ を 『半瀰 音』 などと 呼び 慣は したのに は、 歷 史的な 原因が あるが、 それ はまた、 後に 述べる 機會が あらう。 

更に また、 いま 述べた 『おと』 を、 耳に 聞え る 工合から 分ける と * 一  『軌む 昔』 と、 二 『破裂の 音』 との 二 極になる。 

『軌む 音』 とい ふの は、 例へば 『ス ー ッ』 とか • 『ズ ー. つ』 とかい ふ 風な 音で ある。 また 『破裂の 音』 と は、 『ガリ』 とか、 『ダ， リ』 

とか、 『ぺ にと かいふ 類の 音 をい ふ。  . 

〔四〕 父 音の 說明 これから 一通り、 父 音に 就いて 說 明す るが、 先づ 次の 圖を よく 覽 ておいて ほしい。 

先づ 上下の 唇 を 使って 作る のに 次の 音が ある。 

^=^鼻音の「.^」^がぁる。 これ は 『ひだき』 であって、 『父 音』 とは區 別され ねばならぬ こと は、 前に 述べた が、 普通に 

は 『父 音』 とか 『子音』 とかい ふ 類に 入れて ゐ るから、 ついでに 此處 に、 その 成立ち を 示す ことにし たので ある。 これ 

音 整の lis 
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1 上 5g  2 上前 齒 3 同齒壁 4 硬い 上 頸の 前部 

5 同 中部 6 同 後部 7 欽ぃ 上. g の 前部 8 同 後部 

9 のど まめ S 聲門 (萆 の あ ふ 所) 一、 下唇 

二、 舌の 尖キ" 三、 舌の 前部の 面 四、 舌の 中部の 面 

五、 舌の 後部 (奥) の 面 六、 舌の 极 (盲 孔 部) 

ビ、 鼻の 洞穴 上、 上戰骨 下、 下 頸骨 力、 喉頭 

ィ、 咽頭 シ、 キ" H  、會默 シ、 食 造 

注意 。以下 「ん」 「^」 「力」 「，J^」 等、 片 假名の 

右 肩に 半月形^ 添え-;, - もの は、 それぞれの 假名 

の 示す 音から 「母音の 部分 1か 除 い.；^ もの」 とい ふ 

意味 か 表す。 


は， 我が 『マ ミム メモ』 の 基と なること も旣に 述べた。 

同じく 上下の 唇で、 卽ち 圆 によって 言へば りと 一 とで 出來る 破裂 

の 音が 一 一つ ある。 

^ 「力」. これ は 我が 『。ハビブべ. ネ』 の S を 成す 音で、 兩替を 全 

く 閉ぢて 澄いて、 そこに 止めた 息 を 唇 を 開く と共に、 「プ」 と 出す 淸 

音、 卽ち 『いき』 だけで 作る 音で ある。 『パピ ブ』 の 『プ』 は 『こ ゑ』 を 伴 

つて ゐ るが、 つまり あれから 母音の 『ゥ』 の 耍素を 除いた ものが、 こ 

の 「プ」 である。 

め 「力」 2 これ は 上下の @ と 『こ ゑ』 とで 作る 昔、 すな はち 溺昔 

で、 我が 『バ ビブべ ボ』 の 基と なる 音で ある。 

め 『> フ」^ 次に もう 一つ、 上下の 唇 を 少し ほ ころばせて 置いて 

その 間から 『いき』 を；^ ら すと、 我が 國の 『ハヒ フ へ ホ』 の 『フ』 の 基に 

なる 淸 音が 出来る。 これ は、 外國 語の の 音に よく 似て はゐ るが、 

少し 違 ふ。 それ は 次の 項 を 讀んで 了解され たい。 この 音 を 表すた め 

に、 萬 國發音 擧協會 では、 花文字の F を、 小さく 書く ことに 定めて 

ゐる。 


il のりと 一， つまり 上の 前齒と 下の 唇で 出來 る、 軋みの 音が ばと >で ある。 

め € これが 前項で 述べた 「力」 に 似た 音で、 「， フ」 は 上下の ©: の 間から 息の^れ る 昔で あるのに 對 して、 これ は 上 

の 前齒を 下の 唇に あてて、 その §^ から 『いき』 を；^ らして 作る。 これ もや はり淸 音で ある 3 『口，' マ 字』 で 我が 『フ』 の 昔 

を寫 すに、 f と U を 以てする の は、 た 比較的 近い 音 を 示す 文字で あるから である。 

。「？ いま の^の 音 を 『こ ゑ』 で 出した ものが、 こ の 音で ある。 やはり 軋む 音で あるが、 ぴが淸 音で あるに 

對 して、 9 は 濁音で ある。 これ も 我が 國 では 從來 m ひられなかった 音で あるが、 近來、 外 國傳來 の 語を寫 すに、 『ヴヸ 

ヴ> 十ヲ』 の やうな 假名が 用 ひられる に 至った、 それらの 基 を 成す 音で ある。 

V  ^ りめ この 二つの 音 は、 いづれ ものと 二で、 すな はち 上の 前齒に 舌の 端 を あてて、 その 問から 前 il^ は 

C  C  C  C  (  C 

『いき』 を， 後者 は それに 『こ ゑ』 を 洩らして 作る 音で ある。 隨 つて 前者 は淸音 • 後者 は 濁 昔で、 兩者 とも^む 音で ある 

こと は、 同じで ある。 しかし この 二つ は 日本語で 全く 使 はれない と 言って 立 い。 

次に めと 三と で 作られる 音 は澤山 ある。 先 づ鼻昔 を擧げ る。 

C  C 

9 「力」.^ が、 上の 齒莖に 舌の 前部 を あてて 置いて、 『こ ゑ』 を 暴に 響かせる 音で、 また 『ナ- 一 ヌ ネノ』 の 基の 音で 

ある こと は、 前に 述べた。 

W  ^ これが やはり、 上の 齒宽に 舌の 前部 を あてて、 そこに 1  ほひ 止めた 『いき』 を、 舌 を 放す と共に；^ らす 破裂の 

昔. - やはり 淸 音で 『タ チッ テト』 の 基で ある。 但し 『チ』 と 『ッ』 の 二つに は、 後に 述べる m 及び の 音が 加味され る。 

n  §  と 同じ 作り かたで、 『こ ゑ』 で 作られた のが この § で、 隨っ てこれ は 破裂の 濁音で ある 。『ダ 、チヅ デド』 の 

普 JK の 誌 
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音 5a の SI 

うち 『ダ デド』 の 三つの 基になる 音で、 『ヂ』 と 『ヅ』 に は、 後に述べる.^^の分子と. s; の 分子と が、 それぞれ 加 はって ゐ 

る Q である。 

^ 「お」； 3 これ も 詳しく 言へば 「ル」 と g と は、 大いに 違 ふので ある。 「心」 の 方 は、 上の 齒莖に 舌の 前部 を 輕く當 

てて. その 間から 聲 を；^ らす燭 音、 それが 我が 國の 『ラリ ルレ 口』 の 基 を 成す。 ； 3 の 方 は、 舌が 上顎に 着かす に， 前後 

に 煽って 出来る ので ある。 

0 レ 「ス」 g これ は 『サス セソ』 の 基 を 成す 淸 音で、 また 軋みの 音。 舌の 前部 はや \鋭 角に、 ぴたりと 上の 齒 jw- にあ 

たり、 その 間 を 息が れ る ので ある。 但し 『サ シ ス セソ』 中 『シ』 の 音 だけ は、 後に 述べる g を 基と する。 なほ 『タ チッ 

テト』 の 『ッ』 の 基 は、 ^^にこ のめの加味されたものでぁる。 

H 「ズ」 3； いまの s; の 音に 聲で 出して 濁音と した ものが、 これで ある。 『ザズ ゼゾ』 の 基 を 成す、 やはり 軋む 音の 

1 つ。 た 1- し 『ジ』 は、 後に 述べる.^ の 音に 似た ものである。 

前に 述べた めの 音に、 この g の 加味され たもの が、 『ダ ヂヅ デド』 の 『ヅ』 である。 

^ 「.^ ンュ」 G これ も， 0;5 と 三に よって 作られる 淸 音で、 我が 『シャ • シ • シュ • シ r ショ』 の 五 音の 基 を 成す 靴み の 音 

C  C  (  C 

である。 前に 0.3 ス の 音のと ころで、 『サ シス セ ソ』 の 『シ』 だけ は、 r ス」 の 音 を 基と せぬ、 と： 一目って 置いた。 その 『シ』 の 

( 

基 は 略 ぼ これと 言つ て も {且 からう。 また 『タ チッ』 の 『チ』 の 音 は 音に この S の 加味され たもの を 基と する。 この 音の 

作り かたは、 唇 を や. -圓 めぎ みに 突き だして、 舌の 前部 を、 ； S の 時より や、 奥へ 引 込めて 上の 齒宽に 平らに 近寄せ、 

その 間から 『いき』 を^ ませて 出す ので ある。 
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w 「ジュー.^^ 前の の 口 形で、 『いき』 の 代りに 『こ ゑ』 を 軋ませる と、 この 音になる。 みの 濁音で ある。 『ザ ジズ 

(  C  r 

ゼゾ』 の 『ジ』 の 音 は、 これ 程に 唇 を 突き出さす、 平たい 唇で 出される が、 まづ略 f 同じと 言へ る。 

なほ 前に； ：！  § の 昔のと ころで、 If ダヂヅ デド』 の 『ヂ』 の 音の 基の 父 音の 說明 を、 預かって 置いた が、 その 『ザ』 の 基 

となる の は、 あの； a 、に、 この fe> が 加味され た、， JJ> なので ある。 

それから、 もう 一 つ、 これ は 我が 國 では 殆んど 使 はれない とされて ゐ るが、 外國 語に は 絶えす 出ズ くる、 そして や 

はり、 圖の ^ ^と 三の 部分で S 來る 音が ある。 それ を あげる。 

( C 

U 「，^」£； これで ある。 我が 『ル』 の 音に 似て、 もっと 軟ぃ、 なめらかな 音で、 先づ 舌の 前部 を 上の 齒莖へ あて、 

舌の 左右の 緣は 口中の 他の 部分に 觸れ ないやう にして 置いて、 その 兩側を 通って 聲が 出る やうに する。 我々 日本人に 

はむ づ かしい 音で あるが、 外國 語が 盛んに 輸入され る 今日、 かう いふ 音の 存在 を 知らないと 不都合な 場合 も少く ある 

まい。 現に 年少の 半； 徒の 間に は， この の 音 を 『ゥ』 と 聞きち がへ る 者 も ある。 

8 【ふ- ① 次に と 四、 卽ち 硬い 上顎の 眞中邊 と、 舌の 中部との 間から 『こ ゑ』 を；^ ら すと、 それが 我が 『ャ ィュ 

C  ( ( 

ェ ョ』 中の 『ャュ ョ』 の 基 を 成す 濁音になる。 これ は 本來、 軋みの 音で あるが、 日本語で は、 その 軋む 程度が 極く 少く、 

隨 つて、 この 父 音の 影が 薄くな つて、 母音 だけの やうに 聞こえる。 つまり 『ィァ • ィゥ. ィォ』 とい ふ 風に である。 なほ 日 

本で 普通 「拗音」 とい はれる 音に はこの の 加味され たもの を 云 ふので ある" 

S  rzug- いまの..； の 口から、 『こ ゑ』 の 代りに 『いき』 を 洩らす と、 ちょっと 『ヒ』 に 似た 淸音、 卽ち 『いき』 だけの 

昔が 出る。 ドイツ語 によく ある 音で、 日本語で も 『ヒト (人)』 『アサ ヒ (朝日)』 などと いふと きの 『ヒ』 は實 はこれ なの 


である。 これらの 場合の r ヒ」 を 『ハ ヒ フ へ ホ』 の 中の 『ヒ』 と！； じだと m 心 ふの は本當 でな い。 

次に は 7 と 五、 卽ち軟 かい (奥の) 上颚と 舌の 奥と で 出来る 音が ある。 先づ 鼻音 を あげる。 

^ 一. ク」 5- がそれ である。 舌の 奥 を 上顎の 奥に あて、 それで 昔の 口から；^ れ るの を 止めて、 『こ ゑ』 を 鼻へ 響かせ 

たもの が、 これで ある こと は 前に 述べた。 次に 父 音 を あげる。 

^ 「ク」 ひ が ある。 これ はや はり 舌の 奥と 上顎の 奥と でせ き 止めた 『いき』 を. 鼻へ も 洩れない やうに して、 E い 

て、 ^11にロの方へ問放する、 破裂の 音で、 我が 『力 キク ケコ』 の i& となる 淸昔 である。 

W 「グ」 § いまの ひの 濁音、 すな はち 開放す る 『いき』 を 『こ ゑ』 に變 へた ものが これで、 やはり 破裂 昔で ある。 我 

が 『ガ ギグ ゲゴ』 の 基 をな す。 

^ これ は、 ！^をまるくして突出し、 舌の 奥 を 高く して 上 額に 近づけ、 舌の 背と @ と 二 個所に、 聲を 軋ませて 

すので  >  我が 『ヮキ H ヲ』 は、 この 音 を共丄 とした はすな の だが、 今日で は その 中. 『ヰ ェヲ』 は、 假名 遣 ひの 上で はと 

も かく、 發音 上で は殆ん ど、 『ィ -ォ』 と 一?!:^ されない から、 僅かに 『ヮ』 だけに、 この 音の 殘り を： i める に過ぎない。 

なほこの 昔 を 息 だけで 出した、 卽ち淸 音 M も あるが、 これ は 我が 國 では 使 はれて ゐ ない。 

Si 一  ハ」 ひ 最後に W の聲 門で 出來る 軋みの 音が 一 つ ある。 口の 形 は 全く 母音の 『ァ』 を 出す ときと 同じに して い 

て、 肺臓から 急に 送り出した 息 を、 聞いた 聲！： の兩 扉に 亂 ませた 音で、 『ハヒ へホ』 の 基 をな す淸 音で ある。 

さて 以上で、 簡單 ながら 我々 の 口 ことばに 用 ひる 聲 音の 一 と 通り を、 鼻音と 母音と 父 音と に 分けて 說 明した。 そ， L 

も 主として 我々 の國 語、 曰 本！ f^i とい ふ もの を 中心に して- 日本語の 基礎と なる 聲 音が、 如何にして 作られる， か を 述べ 
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K 

HI 

W 

V 

\I 

M 

1+ — 

2+ — 

2  + 二 

3+ 三 

5+IJq 

7 十五 

10 

募  音 

ム） 

〔in〕 

ン） 
Cnj 

ク J 
〔9〕 

破裂音 

プ） ブ） 
〔p〕 ひ〕 

ト） F) 
ひ〕 〔d〕 

ク） グ） 
〔k〕〔g〕 

軋 む 香 

フ） ヴ、) 

〔む 〔V〕 

〔e〕 し 3〕 

ハ n   K  u        u ハコ 

ヒ ジュジ 

〔？〕  〔j〕 

ハ) 

ひ〕 

た。 これ だけ 知る とい ふこと が、 旣に 我々 を そ 

れ だけ 國語、 殊に 口で 話され、 耳で 聞かれる 生 

きた 國 語に 對 して 意識的に、 敏感に する こと は 

一 百 ふまで もない。 さう して それが また 自分の、 

斯く、 ことば、 國 語と いふ ものに 就いて 長々 と述 

ベた 目的で もあった ので ある。 

六 ことばの 發達 

では 次に、 言語の 發達 とい ふこと を考 へて、 

それから、 緩いて 園 語 陶冶の 問題に 觸れ てみ よ 

我々 のことば (卽ち 口 ことば、 以下 普通の 用 

語の 例に 隨 つて、 口 ことば を單 にことば と 言 ふ) 

が、， 兩親 及び 周圍の 人々 の それ を、 眞 似る こと 

によつ て 自然に 習得され る ものである こと は、 

はじり に、 述べた。 ところで この 『周 圍』 とい ふ 


口  - 


こ ，ーレ はの S-I 達 

の は、 考 へやう によって、 我々 の 家庭と いふ 風に 狹 くも、 また 我々 の 住む 村と か 町と かいふ 風に、 ゃ&廣 くも考 へる 

ことが 出來 るが、 それ を 我々 のことば に 或る 特色 を與 へる 條件 として 考 へて みると、 我々 の 使 ふ!/ と is 略 f 次の や 

うな 條件 によって 左右され る ものである ことが 知れる。 

〔一〕 地方 的 差別 或る 地方に 居住す る 人々 の 間に、 その 地方 特有の ことばが 使 はれ、 同じ 單語 にしても その 調子 

力 他の 地方の 人々 の 言 ふのと は異 り、 甚 しき は聲 音の だし かたさへ ちが ふ 場合の ある こと は、 旣に發 昔 機關の 話の 

ところで も  一二の 例 を あげて 置いた。 で、 この 地方 的な 差別と いふ もの は、 最も 著しい もので、 一般に 『地方 語』 とい 

ふ ものが これで ある。 耍す るに 或る 地方の 數 家族、 又は 數十 家族の 間で、 互に 直接の 交渉 を m ねる うちに、 和 互の 默 

契に より、 また 互に 眞 似合 ふこと によって、 或る 口の 利き かたが 定まり、 それが、 子孫の 間に 傳は りひろ まった もの 

で、 それが 或る 程度まで 保存され るのに は、 一方に 交通の 困難と いふ こと もあって、 他の 地方の 人々 と 直接 話す やう 

な ことが 滅多にない 時代に、 いよいよ この 地方 的 差別 は ハツ キリした 形 を 取って 流布して 行く ので ある。 

〔二〕 階級 的 差別 次に また 人の ことば は、 その 人 及び 彼の 屬 する 家族の、 社會 的な 地位に よって 差^ を 生す る。 

例へば 富裕な 家の 子 は、 © しい 家の 子と は、 幾分 異 つたことば を 使 ふ。 これ は 勿論 前に 述べた 方言、 卽ち地方的：f^^::別 

の 中に 生す る 現象と もい へる ので、 つまり 同じ 地方の 方言の 中に も、 地主 階級の ことばと 小作人 階級の、 い， Vii とが Q 

妙； れ ると いふ 風な ものである。 

〔三〕 職業的 差別 更に また 人の 職業の 別 は、 自ら その 職業に 特有の ことば 遣 ひ を 生じる ものである。 例へば 醫者 

には醫 者ら しい ことば、 農夫に は 農夫ら しい ことばが 使 はれる。 これ は はじめに あげた 地方 的 差別 を も、 超越す る も 
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のと も考 へられる。 卽ち甲 地方の 醫 者と、 乙 地方の 醫者 とが、 その 共通の 問題に 對 して は、 同じ ことば 遣 ひ をす ると 

いふ 工合で ある。 

以上 は、 ことばの 差刖を 生す る條 件の 主なる ものであるが、 何とい つても、 地方 的 差^が 最も 根本的な ものである 

こと は、 勿論で ある。 そこで はじめは， さう いふ 地方 的な ことば、 卽ち 方言が 各地に あって、 それぞれの 範圍で 用 ひ 

ら れてゐ る。 そのうちに 或る 地方の 方言 を 用 ひて ゐた 人々 が 政治 上 • 社會 上に 勢力 を 得る やうに なると、 その 人々 の 

使 ふことば は， 一般の 眼から 見る と、 自然 一 暦 優れた ことばと 兑られ もし * 叉 それ を 使 ふ 人々 の 地位の 向上から 自然 

そのことば は、 洗練され て、 一種の 『上流 社會 のことば』 ともい ふべき ものと なる。 これ はま だ 文字の 使用 を 知らない 

時代の、 原始的な 社會に 於て さへ、 例へば 曾 長 及び その 一 族郞黨 のことば が 中心と なるとい ふ 風に して、 多少 は必す 

起る ことで あるが * その 民族が 一 旦 文字の 使用 を 知る に 及べば、 政治的 社會 的中 心と なる 階級の ことば は、 文字に よ 

つて 記錄 されて、 そこに 自然 『正しい ことば』 の 標準が 確立され る わけになる。 

假 りに 次の 時代に は、 他の 地方から 他の 方 一一 一一 c を 有った 人々 が 政權を 握る やうな ことがあっても、 記錄 された ことば 

は 或る 程度まで、 その 新しい 上流 社會 にも 繼 承され、 更に 一 暦の 洗練 を 受ける とい ふ 風で、 かくして 我々 は 今日， 一 

般に敎 育 ある 日本人が、 誰も 彼 も 使 ふ 日本語の 一形 式 を 有つ に 到った， これが 所謂る 『標準語』 とい ふ ものである。 

た ビ此處 に 注意すべき こと は、 『方言』 とい ふ もの は 決して、 それ 自身 卑しむべき もので はない ことで ある" 純粹な 

方言 は 寧ろ、 擧問 上の 見地から いっても、 責 重な もので、 或る 學 者の 如き は、 不完全な 標準語， つまりぬ えの やうな 

聞き かぢ りの ことば を 話す よりも、 純粹な 方言が 貴い と 言って ゐる 位で ある。 た その 方言 を、 標準語と なった こと 


標準語 £  0 0 

ばに 對抗 する もので も ある やうに 考 へ て、 標準語 を 使 はすに 方言 を 使 ふこと を 主張したり、 自分の 地方の かくかくの 

方 一一 目的語 句 は、 かかる 古語から 來 たもの だから、 標準語の それに 営る ことばよりも 上品で ある- などと いふの は 幾分 

見當 ちが ひの 議論と いはねば ならぬ。 

七 標準語と 阔語 

以上 簡單 ながら 標準語と いふ ものの 成立ち を 述べた が、 然 らば その 標準語と いふ もの は 我が 國 語の 中に、 旣に 完全 

な 形式と して 確立され てゐ るか、 とい ふと なかなか さう でない。 

元來 ことばと いふ もの は、 何時 如何なる 世の ことばで も、 固定した もので はなく、 例へば 元始 的な 方言に しても、 

それ を 使 ふ 人 々 の 思想 風俗 の變遍 とともに、 C=s に推 移し て ゆく ものである。 ことば が 生きた も ので あ ると 一一 一：；； はれる の 

は、 他に も现 山が あらう が、 一 つ はこの 事相 を 言った もので、 隨 つて 現在の 我々 の 標準語に しても、 決して 完成され 

た、 岡. y した もので はない。 寧ろ 標準語と は 『樣準 化されつ 、ある ことば』 とい ふこと である。 

前に も 述べた 通り、 政治的 中心地に 於て、 比較的 優越な 地位に ある 階級に 使 はれる ことによって、 やがて その 政治 

的 勢力の 及 ほす 總 ての 地域に、 共通に 用 ひられる ことばと して 標準化され たもの が 標準語で あるが、 それ はさうな り 

ながら、 また その 中心 階級 及び それに 直接 接觸 する 人々 の、 必す 享有す る 一 歷 高い 教養に よって、 愈々 洗練 を 加 へら 

れ、 また 一方 文學上 その他に も 川 ひられて ハ 化々、 微妙な S 心 想 感情 を 表現し 得る やうに 開拓され て ゆく。 

かう いふ こと は、 糙 かに 標準語の 發 達であって、 誠に 喜ぶべき ことで は あるが、 此處に 一 つ， おみられねば ならない 
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こと は、 さう いふ 標準語の 發 達と 一般 國語 との 闢係 である。 國 語と いふ もの は、 その 國 民の 精 祌を內 からしつ かりと 

結びつけて、 國家 意識 を 緊密に する 最も 大切な 綱で ある。 我が 國 にも 古来 『言 靈』 とい ふやうな 語が あり、 古代 ギリ シ 

ャ にも、 『ロゴス』 とい ふ 語に は 『ことば』 とい ふ 意味と 『理性』 とい ふ 意味と が 含ませられて ゐた。 かう いふ こと は、 如 

何に 人間が 『ことば』 とい ふ もの を 太古から 尊重した かとい ふこと を 物語る ので ある。 卽ち國 語の 完全な 發達 • 疏 通と 

い ふこと は、 直ちに その 國、 その 国民の 强大 とい ふこと を 意味す ると も 言へ るので ある。 

然 らば その 國 語の 發 達と いふ こと は、 前に 述べた 標準語の 發達、 洗練と いふ ことから、 自然に 招致され ると 考 へて 

置いて 宜ぃ であらう か。 卽ち 標準語 は 或る 意味に 於て は 自然より 洗練され、 美化され て ゆく とも， タ. - へられる が、 一般 

國語も 亦 それに 伴って、 放って 匿いて も發 達し て ゆく こと を 望み 得る であらう か。 

八 阈語 陶冶の 意義 

或る 程度まで それ は、 望み 得られる とも 言へ よう。 今日 標準語で 書かれた 語句 文章 は、 全國の 難々 浦々 で讀 まれ、 

それ は それだけ 國 語の 標準化 を 助けて ゐ るに 相 逮 ない。 通 教育 • 中等 敎 育に携 はる 敎員 諸氏の 努力と 貢獻 とに 就い 

て は、 今更ら しく 言 ふまで もない。 すべて これら は、 國 語の 標準化、 詳しく 言へば、 一般 國 語が 標準語の 洗練され 美 

化された 狀 態に 高められて ゆく こと を 期待され る 事情で ある。 

しかし 此處 にもう 一度 思 ひだされ ねばならな いこと は， ことば は本來 口から 耳へ 傳 へられる ものであって、 文字 を 

通じて 目に よって 見、 さう して 理解され る もの は、 間接な 謂 は^ことばの 影で ある ことで ある。 

国語 陶冶の *4 義 
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园語 陶冶 -ー) ラ ヂ ォ 

抑も國 語の 陶冶と いふ ことの、 眞の 目的 を考 へ てみ るに、 その 一 っは國 語と いふ もの を 前に も 述べた 通り、 國民各 

自の 心と 心と を 深く 强く 結び 合 はせ る 爲の强 固な 綱と する ことでなくて はならない。 一 つ 地方の 住民の に は、 一 つ 

の 方言、 その 口調 等に よって、 打てば 響く やうな、 寸分の 隙 もない 意志 や 感情の 疏 通が 行 はれる。 その 間に 努力 もな 

ければ、 誤解 も 曲解 もない。 さう いふ 親密な 共感 理解が、 標準語 を 通じて 國民 全體の 問に 成立つ ことこ そ、 國語 陶冶 

1 つの 理想で あらう、 と 私 は 思 ふ。 

勿論 この 外に も國語 そのものの 美化 *淨 化 等の 問題 も あるが、 それ は 前に も 述べた やうに、 主として 標準語に 對し 

て、 それにより 以上の 磨き を かける ことで、 つまり さう いふ こと を國語 陶冶の 奥行 を 深く する 努力と すれば、 一般 國 

語の 標準化と いふ 方 は、 これ を、 國語 陶冶の 間口 擴 張の 努力と も 言へ ようか。 

かう 者へ ると 我々 は、 標準語で 綴られた 文章 を 誤りな く现 解し 得る とか、 手紙 その他 自己の 所用の 文書 を. 標準語 

で 書き 得る とかい ふところで 滿 足して はならない。 まして 前に も 述べた 通り、 ことばの 本然の 姿 は 口から 耳へ 傳 へら 

れ る音聲 であり、 それに は 文字 を 以て 表し 得ない 微妙な 明暗 も 色 合 も あるので あるから、 さう いふ 點 にも 注意して 國 

民 各自が 自己の ことばの 陶冶に 努力し なければ ならない。 つまり 我々 の國語 修養 は、 一面 最も 發 達し 洗練され た 標準 

語に よる 文意 を 讀み味 ふと 同時に、 他面 我々 が 我々 自身 語り 又 聞く ことばに 對 して 敏感に なり、 意識的になる ことに 

よって、 兩 面から なされなければ ならない ので ある。 

九 圃 語 陶冶と ラデォ 
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さて 我が 國語 中の 標準語と なりつ、 ある 『東京 語』 は、 江戶 地方の 方言であった ものが、 德 川の 治世 三百 年の 間、 江 

戶 城の 外交 語と して 諸 大名の 間に W ひられて、 美化され 淨 化されて 來た 上に、 更に 江戸が、 明治の 大御代の 首府と し 

て、 日本 帝 画の 中心 都市 東京と なる に 及んで、 敎養 ある 人々 の 大多數 の 居住地と なり、 そのことば は、 恰も 此處 に^ 

き 出で た 口語 體の 文舉 によって、 愈 f 自在な ものと なり * 微妙な ものと なって、 まったく 現代 日本の 標準語と して、 

恥し からぬ 性能 を 具備す るに 至った。 

それと 同時に 交通の 發達、 敎 育の 普及 は、 この 中央の ことば を津々 浦々 にまで 傳播 しつ k ある。 卽ち東京；^lsはたビ 

名のみ でな く、 次第に 本當の 標準語と しての 實を 結びつ つ ある わけで ある。 

しかし その 普及 傳播 とい ふこと も、 何分 從來の 主として 文字 を 通じ 眼に よっての 方法で は 遣 憾の點 が 多かった， - こ 

れは 幾度 も 言った 通り ことばの 本體 が、 人の 口から 耳へ 直接 傳 へ られ るべき 音聲 である こと を 思 へ ば、 何 入に も 直ち 

に會 得される ところで あらう。 さう して 又、 この 遣 憾を救 ふ 最大の 武器と して、 今日 何人に も 想起され る ものが、 ラ 

ヂォ である。 

實際 ラヂォ こそ 國， 語 陶冶の 最上の 利器で ある。 それ は 如何なる 邊 鄙な 土地に 住む 人の 耳に も、 直接 中央の 標準語 を 

ロづ から 傳 へる こと が 出來、 隨 つて その 文字 に 表す こと の 不可能な 微妙な 明暗 ま でも ハツ キリと 聽 取させる ことが 出 

來る。 これ は國 語の 陶冶、 惹 いて は國 民の 思想 感情の 統一 とい ふ 上から いって、 實に 大きな 可能性が 開けた ことで あ 

つて、 今後 國 語の 陶冶と か、 國 語の 發 達と かいふ 國語 愛護の 問題 を考 へる 者 は、 何人と 雖も、 ラヂ ォの國 語に 及ぼす 

影響と いふ こと を 無視す る わけに はいかない。 

^  ^  .Z ラ ヂ ォ 
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さて 然 らば、 それ 程に 我々 の國 語の 發逹 上に 重耍な 役割 を 持つ ラヂォ 放送と いふ ことに 對 して、 我々 は どんな 態度 

を 持つべき であらう か。 これ は 放送 者の 側と、 聽取 者の 側と、 兩 方から 愼 重に 考 へられねば ならない と 思 ふ。 卽ち先 

づ 放送 者の 方で は、 自己の 闲 ふること ばが マイク 口 フ *1 ンを 通じて、 如何に 多く 人の 耳に 入り、 それが 善き につけ 惡 

しきに つけ、 また 大 なり 小な り、 國 語の 發達 推移に 影響す る こと を考 へて、 出来 得る 限り 明瞭な 發 音と 正確な 語法と 

を 放送す る やうに 心が くべき は 勿論で ある。 た しこれ はもと より、 放送の 種目に もよ る ことで、 例へば 落語の 如き 

もの を、 その 總 ての 部分に 亘 つて、 上品な 論理的な ことばに 飜譯 して 放送したら、 落語に よく 出る 卑俗な， 語形の 持つ 

妙味 は 殆んど 失 はれて しま ふに 相違ない。 が、 少く とも lET 面目な 講演 • 童話 等に 關 して は、 上述の やうな 放送 者 側の 

心がけが 望ましく、 また 望み 得られる ものと 信 やる。 

それと 同時に、 一方 聽取 者の 側に もや はり 相當な 熱心と 興味と が 必要で ある。 假 りに 放送 者の 方に、 國 語の 陶冶と 

いふ ことに 就いての 十二分の 熱意と 努力と が ffl ひられた としても、 それ を聽取 者が 何氣 なく、 聞き捨て たので は 折角 

の 立派な 放送 も 結局 何の 効果 もないで あらう。 且つ 實 際に 於て は、 放送 者に も 言 ひち が ひも あらう し、 語法 上の 誤り 

を 犯す こと も あり 得る。 また 彼の 標準語と 信じた ことばの 中に、 方言 或は 卑語が 混ぢ つて ゐるこ ともないと は 言 へ な 

い。 さう いふ 場合に それ を 識別し、 長 を 採り 短を抬 てて- 自己の ことばの 純化 を 計る だけの 眞 面目な 心 構へ が、 聽取 

者の 側に あって こそ、 ラ -チォ の國語 陶冶に 资す ベ き 性能 も、 はじめて 完全に 發 揮され ると い ふ ことが 出來 る。 

なほ 前に も 述べた やうに、 標準語と いふ ものが まだ 完成 されても， 固定しても ゐな いものな ので、 それ は 時代と 共 

に 推移して ゐ るので あるから、 現在の 標準語 を 更に 美しく、 更に 正確な、 また 更に 豊富な ものにして、 それによ つて 


一 34 


あ —— 


國 民の 精祌的 結束 を 固く すると 同時に、 その美 化され 純化され た國語 を、 次の 時代に 引^ぐ ことが 我々 の 大きな 責務 

でなくて はならない。 さう して その 責務 を 架す 上に 於て、 最も 効 ra^ 的な 役割 を 持つ ものと して ラヂォ を 擧げる ことに 

は、 恐らく 何人も 異議がない であらう。 

た くれぐれも、 その ラヂォ の 性能 を 充分に、 國 語の 陶冶と 發 達との 上に 發 揮せ しむる と 否と は、 結局 それ を 利用 

する 人々 各自に あるので、 耍は國 民 各自が 國 語に 對 して 敏感に なり、 意識的に なって、 互 ひに この 我等の 祖國曰 本の 

國語を 一 曆 美しく、 一  署 完全な ものと する 爲にカ をつ くす とい ふ覺 悟がなければ ならない ので ある。 

正に この 時、 我が 日本 放送 協會 は、 大いに この 點に 考慮す ると ころがあって * 昭和 九 年 一月 以來、 放送 用語の 調査 

事業 を 正式に 開始し， その 道に 精通の 人々 を 委員に 擧げ、 着々、 國語 整理 を 劃る ことにな つたの は、 誠に 機宜に 適し 

た處 置であって 國 家の 一 大慶 事で ある。 その 大事 業の 洋々 たる 前途 を 祝， 幅して、 この 蕪雜な 一 篇 を閉ぢ る。 (完) 
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